
指定管理者制度導入施設 モニタリングチェックシート「個別評価」（令和７年度） 

施設名 紀の川市青洲の里農産物直売所 指定管理者 和歌山県農業協同組合 

指定期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 施設所管課 農林商工部 農業振興課 

 

評価項目 確認資料 自己評価 所管課評価 

①

実

施

体

制 

施設の設置目的 
施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運営に努めているか。 

事業計画書、事

業(業務)報告書 
Ａ B 

職員の勤務実績・配置状況・労働条件 
事業計画に沿った職員を配置しているか。 

必要な資格、経験を有する職員を確保しているか。 

出動状況、勤務形態等、労働条件が適正であるか。 

障害者の雇用促進に努めているか。 

事業計画書、日

報、勤務表、資

格証、実地調査 
Ｂ B 

職員の研修 
事業計画に基づき、業務に必要な研修、教育を実施しているか。 

事業計画書、事

業(業務)報告

書、研修関係資

料等 

Ｂ B 

法令等遵守 
関係法令、条例等を遵守しているか。 

業務仕様書、関

係書類等、実地

調査 
Ｂ B 

個人情報保護・情報公開 
個人情報保護・情報公開の取り扱いについて、協定書に基づき適切に行っている

か。 

基本協定書、管

理方法(実地調

査) 
Ｂ B 

管理記録 
業務日誌等を適切に整備、保管しているか。 

点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管しているか。 

日報、点検結果

等関係書類、実

地調査 
Ｂ B 

連絡体制 
市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っているか。 

事業計画書、事業報告書、業務報告書、その他報告書等の提出や内容が適正

であるか。 

事業計画書、事

業(業務)報告書

等関係書類 
Ｂ B 

緊急時対応 
事故・災害等の緊急時の連絡体制を確保しているか。 

緊急時の対応について、マニュアルを整備し、定期的に訓練等を行っているか。 

事業計画書、事

業(業務)報告

書、緊急時対応

マニュアル 

Ｂ B 

②

内

容 

・

水

準 

 

施設管理 
開館日、開館時間を遵守しているか。 

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じているか。 

事業計画書、 

日報 
A B 

利用状況 
利用者数、稼働率等が前年度同時期の実績や目標と比較して適正な水準であっ

たか。 

事業計画書、事

業(業務)報告書 Ｂ A 

利用者対応 
利用許可や案内等、職員の対応は迅速かつ適切か。 

服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切か。 

利用者に対して設備、備品等を適切に提供しているか。 

業務マニュアル、ア

ンケート、実地調

査 
Ｂ B 

事業運営 
事業計画書に則し、事業を計画どおり実施しているか。 

施設の設置目的に沿った自主事業を実施しているか。 

自主事業の実施により市民サービスの向上に効果があったか。 

利用促進に向け、積極的に取り組んでいるか。 

事業計画書、事

業(業務)報告

書、自主事業計

画書、実地調査 

Ｂ B 

維持管理 
施設、設備の保守点検（点検・修繕）を計画的に実施しているか。 

修繕が必要な箇所について、適切に対応しているか。 

日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。 

備品台帳に基づき備品を管理しているか。 

植栽、植木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保たれているか。 

業務仕様書、備

品台帳、点検結

果、委託契約

書、実地調査、

事業（業務）報

告書 

B B 



評価項目 確認資料 自己評価 所管課評価 

②

内

容 

・

水

準 

 

情報提供 
施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備し、情報発信に努めている

か。 

ホームページの管理は適切に行っているか。 

パンフレット・ホーム

ページ等、実地調

査 
Ｂ B 

環境配慮 
省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等の推進等に努めているか。 

関係書類、実地

調査 Ｂ B 

意見・要望・苦情 
意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立しているか。 

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能なものは管理運営に反映して

いるか。 

事業計画書、事

業(業務)報告

書、日報、アンケ

ート、意見・苦情

等受付簿 

Ｂ B 

利用者アンケート調査 
利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者の満足度やニーズを積極的に把

握し、結果を反映する仕組みを確立しているか。 

事業計画、アンケ

ート、実地調査 Ｂ B 

③

収

支

等 

経理事務 
つり銭等現金の管理は適切か。 

専用口座、通帳等を備え、適切に経理事務を行っているか。 

経理区分を設け、指定管理料を適正に執行しているか。 

料金徴収、減免、還付の手続きを適切に処理しているか。 

預金通帳、出納

帳、利用申請書・

減免申請書等、

実地調査（金庫

等） 

Ａ A 

収支状況 
収支状況が対前年度同期及び当初の目標に照らし、妥当な水準であるか。 

事業計画書、事

業（業務）報告

書 
A A 

経費節減の取組 
経費節減に向けた取り組みを積極的に実施しているか。 

清掃、警備、保守点検、修繕等が適切な水準、内容で実施されているか。 

業務仕様書、事

業計画書、委託

契約書、実地調

査、事業（業

務）報告書 

A B 

④

そ

の

他 

上部組織、関係機関との連携 
    全国、近畿及び和歌山県「道の駅」連絡会の事業等の推進等に努めているか。 

    『和歌山県「道の駅」防災利用に関する基本協定』に基づく要請に対し、協力可能

か。 

 

 

 

 

Ｂ B 

 

個別の 

評価 

個別評価コメント 
【指定管理者】 

全ての経費が高騰する中、売上アップに繋がる品揃えとファン作り（インスタ）に取組んだ。定期的な清掃・美化活動を実

施し、美観に努める。 

【施設所管課】 
季節の売出しや旬の農産物販売など施設の設置目的を踏まえた取り組みにより来場者及び売上げが増加していることを評

価します。「ようおこしなして」のお気持ちを大切に、店内外の雰囲気、接遇向上に努めてください。また、情報発信（ＳＮＳ、

チラシ等の配置・補充、他）のさらなる強化を期待します。 
 

特記事項

等（課題・

成果） 

【指定管理者】 
旬の農産物を中心とした販売を行う上で、今後農産物の価値と魅力を発信できるような対応を行いたい。 

また、集客を見込める JA わかやまとしての共通イベントの開催等も検討し実践していきたい。 

【施設所管課】 
 市内外からの来場者が増加している施設です。一般財団法人青洲の里等と連携の上、認知度向上に努めるとともに、職員

研修実施による接遇スキルの向上、青洲の里内での合同防災訓練、貯水槽や休憩室の管理、また、利用者の意見等が反

映できる体制、市民からの出荷及び利用者の増加などの取り組みを引き続き行ってください。 

 

  

※評価基準 
  Ａ 優良  :業務仕様書、基本協定書、基本計画書等を遵守し、その水準よりも優れた内容である。 
  Ｂ 良好  :業務仕様書、基本協定書、事業計画書等を遵守し、その水準に概ね沿った内容である。 
  Ｃ 課題有:業務仕様書、基本協定書、事業計画書等を遵守しているが、一部に課題がある。 
  Ｄ 要改善:業務仕様書、基本協定書、事業計画書等を遵守しておらず、改善の必要がある。 
※評価手順 
  指定管理者自己評価（提出）⇒所管課評価（通知）⇒公共施設マネジメント課（結果集約・公表） 



指定管理者制度導入施設モニタリングチェックシート「総合評価」（令和７年度）  

 

主な成果 

販売実績（売上高）目標 75,000,000 円 
（うち委託手数料   目標 7,000,000 円 
       
利用者数(レジ通過）目標     58,000 人  
納入農家数    

→ 
→ 
 
→ 

実績 108,841,316 円（税込） 
実績   9,470,603 円 

（仕入含む）） 
実績        66,302 人 
実績           258 人 

（委託のみ） 
【主な自主事業実施による成果】 
ＧＷ売出し  :4/29～5/6    
盆売出し    :8/8～8/11     
秋彼岸売出し:9/17～9/23    
青洲まつり   :10/26        
年末売出し  :12/22～12/29  
4 周年祭    :2/28.3/1 
春彼岸売出し:3/18～3/23    

来店 
来店 
来店 
来店 
来店 
来店 
来店 

2,274 名 
1,395 名 
1,425 名 

489 名 
1,401 名 

679 名 
1,397 名 

売上   2,822 千円 
売上   3,202 千円 
売上   1,945 千円 
売上     380 千円 
売上   2,224 千円 
売上   1,193 千円 
売上   2,389 千円 

【事業計画書に基づく業務の実施状況(自主事業以外)】 
 保守点検（機械警備、浄化槽、他）の実施、除草作業（適宜） 

 

総合評価 

総合評価コメント 自己評価 施設所管課 

【指定管理者】 
集客等は前年・計画以上ではあり、収支についても改善された。今
後は経費等の削減等に取り組み、委託者増を目標に安定した事
業運営を行えるようにします。 

Ｂ Ｂ 【施設所管課】  
年々来店者が増加し、売上は目標以上となっていることを評価す

る。 
 道の駅として市外の来訪者が多いことを念頭に顧客満足度の向
上に繋がるよう、施設管理、SNS 等の情報発信、来場者対応を
充実させ、「また訪れたい施設」になることを期待する。 

 
 

施設所管課 農林商工部 農業振興課 

施 設 名 紀の川市青洲の里農産物直売所 

指定管理者 和歌山県農業協同組合 

指 定 期 間 令和７年４月１日 ～ 令和８年３月３１日 

指定管理料 年額０円（総額０円） 

設 置 目 的 
本市の農産物等の消費拡大を図るとともに、生産者と消費者の交流の機会を創出し、農林

業の振興と地域の活性化を図るため、紀の川市青洲の里農産物直売所を設置する。 

事業（事務）

内容 

・施設の利用に関する業務 

・施設の維持管理に関する業務 

・直売施設の運営に関する業務 

・紀の川市指定管理者制度モニタリングマニュアルに基づく諸調査等 

※ 総 合 評 価 に つ い て は 、 モ ニ タ リ ン グ チ ェ ッ ク シ ー ト 「 個 別 評 価 」 を 元 に 次 の 基 準 で 評 価 を 行 う 。  
  Ａ （ 優 良 : Ａ 項 目 が 多 い 。 ）  
  Ｂ （ 良 好 : 概 ね Ｂ 以 上 で あ る 。 ）  
  Ｃ （ 課 題 含 : Ａ 及 び Ｂ 項 目 が 少 な い 。 ）  
  Ｄ （ 不 良 : Ａ 及 び Ｂ 項 目 が 少 な い 。 課 題 が 多 い ）  
※ 評 価 手 順  
  指 定 管 理 者 自 己 評 価 （ 提 出 ） ⇒  所 管 課 評 価 （ 通 知 ） ⇒  公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 課 （ 結 果 集 約 、 公 表 ）  


